
(57)【要約】

　【課題】　カテーテルをスタイレットで案内して生体

に挿管する際に、Ｘ線診断装置を用いることなく、スタ

イレットの観察を行えるようにする。

　【解決手段】　カテーテル２内に挿入される金属製の

棒材７と、この棒材７の先端側に取り付けられた先端側

部材１２とでスタイレット本体１０を構成する。先端側

部材１２を弾性材で成形する。この先端側部材１２の弾

性材に、超音波造影装置から発せられた超音波を生体組

織よりも強く反射する粒状の金属材１３を多数混合する

。カテーテル２内にスタイレット１を挿入した状態で生

体内への挿管を行い、このときに超音波造影装置の超音

波を生体表面に当てて、画面上でスタイレット１の先端

側を観察する。

【選択図】　　　図３
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 生 体 内 へ 挿 管 さ れ る カ テ ー テ ル 内 に 挿 入 さ れ 、 該 カ テ ー テ ル の 挿 管 の 際 に 該 カ テ ー テ ル
の 先 端 を 生 体 内 の 所 定 位 置 へ 案 内 す る 棒 状 の ス タ イ レ ッ ト 本 体 を 備 え た ス タ イ レ ッ ト で あ
っ て 、
　 上 記 ス タ イ レ ッ ト 本 体 の 先 端 側 に は 、 カ テ ー テ ル の 挿 管 の 際 に 当 て ら れ た 超 音 波 を 生 体
組 織 よ り も 強 く 反 射 す る 反 射 手 段 が 設 け ら れ て い る こ と を 特 徴 と す る ス タ イ レ ッ ト 。
【 請 求 項 ２ 】
　 請 求 項 １ に 記 載 の ス タ イ レ ッ ト に お い て 、
　 反 射 手 段 が 、 ス タ イ レ ッ ト 本 体 の 先 端 側 外 周 面 に 互 い に 間 隔 を あ け て 形 成 さ れ た 複 数 の
突 起 で あ る こ と を 特 徴 と す る ス タ イ レ ッ ト 。
【 請 求 項 ３ 】
　 請 求 項 １ に 記 載 の ス タ イ レ ッ ト に お い て 、
　 反 射 手 段 が 、 ス タ イ レ ッ ト 本 体 の 先 端 側 に 封 入 さ れ た 封 入 体 で あ る こ と を 特 徴 と す る ス
タ イ レ ッ ト 。
【 請 求 項 ４ 】
　 請 求 項 １ に 記 載 の ス タ イ レ ッ ト に お い て 、
　 ス タ イ レ ッ ト 本 体 の 先 端 側 に は 封 入 体 が 封 入 さ れ 、
　 上 記 ス タ イ レ ッ ト 本 体 を 構 成 す る 材 料 と 上 記 封 入 体 と の 境 界 面 で 反 射 手 段 が 構 成 さ れ て
い る こ と を 特 徴 と す る ス タ イ レ ッ ト 。
【 請 求 項 ５ 】
　 請 求 項 １ に 記 載 の ス タ イ レ ッ ト に お い て 、
　 ス タ イ レ ッ ト 本 体 の 先 端 側 が 非 金 属 材 料 で 構 成 さ れ 、
　 反 射 手 段 が 、 上 記 ス タ イ レ ッ ト 本 体 の 先 端 側 の 材 料 に 混 合 さ れ た 金 属 材 で あ る こ と を 特
徴 と す る ス タ イ レ ッ ト 。
【 請 求 項 ６ 】
　 請 求 項 １ ～ ５ の い ず れ か １ つ に 記 載 の ス タ イ レ ッ ト に お い て 、
　 ス タ イ レ ッ ト 本 体 の 先 端 側 は 、 生 体 組 織 に 接 触 し た 際 に 弾 性 変 形 す る 弾 性 材 で 構 成 さ れ
て い る こ と を 特 徴 と す る ス タ イ レ ッ ト 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 カ テ ー テ ル の 先 端 を 生 体 内 の 所 定 位 置 に 案 内 す る た め の ス タ イ レ ッ ト に 関 す
る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 従 来 よ り 、 例 え ば 、 人 体 な ど の 生 体 に 血 胸 や 気 胸 が 起 こ る と 、 胸 腔 内 に カ テ ー テ ル を 挿
管 し て 内 部 に 溜 ま っ た 血 液 等 の 体 液 や 空 気 を 外 部 に 排 出 す る こ と が 行 わ れ て い る 。 こ の よ
う な カ テ ー テ ル は 、 挿 管 後 の 生 体 へ の 負 担 軽 減 を 図 る 必 要 が あ る こ と か ら 一 般 に は 柔 軟 な
材 料 で 構 成 さ れ て い る た め 、 挿 管 の 際 に カ テ ー テ ル が 変 形 し 易 く 所 定 位 置 に 案 内 す る こ と
が 難 し く な る 。 こ の こ と を 回 避 す る も の と し て 、 例 え ば 特 許 文 献 １ に は 、 比 較 的 剛 性 が 高
い 棒 状 の ス タ イ レ ッ ト を カ テ ー テ ル に 挿 入 し た 後 、 こ の 状 態 で カ テ ー テ ル を ス タ イ レ ッ ト
と 一 緒 に 生 体 内 に 挿 管 し 、 ス タ イ レ ッ ト を 生 体 外 か ら 操 作 す る こ と に よ り 、 カ テ ー テ ル の
先 端 を 所 定 位 置 に 案 内 す る こ と が 開 示 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 こ の 特 許 文 献 １ で は 、 ス タ イ レ ッ ト を 構 成 す る 材 料 に 放 射 線 不 透 過 剤 を 添 加 し て お り 、
挿 管 の 際 に 、 Ｘ 線 診 断 装 置 に よ り ス タ イ レ ッ ト を 観 察 す る こ と が で き る よ う に な っ て い る
。 こ れ に よ り 、 ス タ イ レ ッ ト の 先 端 が 臓 器 な ど の 生 体 組 織 を 傷 つ け て し ま う の を 防 止 し て
カ テ ー テ ル を 安 全 に 所 定 位 置 に 挿 管 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
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　 ま た 、 一 般 に 、 上 記 Ｘ 線 診 断 装 置 は 、 防 曝 構 造 を 有 す る 大 が か り な も の で あ る た め 、 例
え ば 病 院 に お い て は 、 処 置 室 毎 に 設 置 す る こ と は で き ず 、 専 用 の 部 屋 に の み 設 置 さ れ て い
る 。
【 特 許 文 献 １ 】 特 開 平 １ ０ － ２ １ ６ ２ ３ ７ 公 報 （ 第 ３ 頁 ～ 第 ５ 頁 、 図 １ ）
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 と こ ろ で 、 カ テ ー テ ル の 挿 管 処 置 に 緊 急 を 要 す る 場 合 が あ り 、 こ の よ う な 場 合 に 、 特 許
文 献 １ の よ う に 放 射 線 不 透 過 剤 を 添 加 し た ス タ イ レ ッ ト を 用 い た 場 合 、 カ テ ー テ ル を 挿 管
す る 際 に Ｘ 線 診 断 装 置 が 設 置 さ れ て い る 部 屋 ま で 行 か な け れ ば な ら ず 、 迅 速 な 処 置 が 行 え
な い 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 ま た 、 Ｘ 線 診 断 装 置 を 用 い て ス タ イ レ ッ ト を 観 察 す る 場 合 に は 、 カ テ ー テ ル の 挿 管 処 置
を 行 っ て い る 者 や カ テ ー テ ル が 挿 管 さ れ る 生 体 が 、 僅 か な が ら 被 曝 し て し ま う と い う 問 題
も あ る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 本 発 明 は 斯 か る 点 に 鑑 み て な さ れ た も の で あ り 、 そ の 目 的 と す る と こ ろ は 、 カ テ ー テ ル
を ス タ イ レ ッ ト で 案 内 す る 際 に 、 Ｘ 線 診 断 装 置 を 用 い る こ と な く 、 ス タ イ レ ッ ト の 観 察 を
可 能 に す る こ と で 、 ス タ イ レ ッ ト の 挿 管 処 置 を 安 全 に か つ 迅 速 に 行 え る よ う に す る と と も
に 、 被 曝 を 回 避 す る こ と に あ る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 上 記 目 的 を 達 成 す る た め に 、 本 発 明 で は 、 ス タ イ レ ッ ト の 先 端 側 を 超 音 波 造 影 装 置 で は
っ き り と 観 察 で き る よ う に し た 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 具 体 的 に は 、 生 体 内 へ 挿 管 さ れ る カ テ ー テ ル 内 に 挿 入 さ れ 、 該 カ テ ー テ ル の 挿 管 の 際 に
該 カ テ ー テ ル の 先 端 を 生 体 内 の 所 定 位 置 へ 案 内 す る 棒 状 の ス タ イ レ ッ ト 本 体 を 備 え た ス タ
イ レ ッ ト を 対 象 と す る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 そ し て 、 上 記 ス タ イ レ ッ ト 本 体 の 先 端 側 に は 、 カ テ ー テ ル の 挿 管 の 際 に 当 て ら れ た 超 音
波 を 生 体 組 織 よ り も 強 く 反 射 す る 反 射 手 段 を 設 け る 構 成 と す る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 こ の 構 成 に よ れ ば 、 ス タ イ レ ッ ト を 用 い て カ テ ー テ ル を 生 体 内 で 案 内 す る 際 に 、 生 体 表
面 に 超 音 波 造 影 装 置 の 超 音 波 を 当 て る と 、 該 超 音 波 が 各 生 体 組 織 の 表 面 や ス タ イ レ ッ ト の
表 面 で 反 射 し 、 こ の 反 射 し た 超 音 波 の 強 弱 に 基 づ い て 超 音 波 造 影 装 置 に 各 生 体 組 織 や ス タ
イ レ ッ ト が 映 し 出 さ れ る 。 こ の と き 、 ス タ イ レ ッ ト 本 体 の 先 端 側 に 設 け た 反 射 手 段 に 当 た
っ た 超 音 波 は 、 生 体 組 織 に 当 た っ た も の よ り も 強 く 反 射 さ れ る の で 、 ス タ イ レ ッ ト 本 体 の
先 端 側 を 各 生 体 組 織 と は 明 確 に 区 別 し て 観 察 す る こ と が 可 能 と な り 、 カ テ ー テ ル の 挿 管 処
置 が 安 全 に 行 え る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 請 求 項 ２ の 発 明 で は 、 請 求 項 １ の 発 明 に お い て 、 反 射 手 段 が 、 ス タ イ レ ッ ト 本 体 の 先 端
側 外 周 面 に 互 い に 間 隔 を あ け て 形 成 さ れ た 複 数 の 突 起 で あ る 構 成 と す る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 こ の 構 成 に よ れ ば 、 カ テ ー テ ル の 挿 管 の 際 に は ス タ イ レ ッ ト 本 体 を 動 か す た め 、 該 ス タ
イ レ ッ ト 本 体 に お い て 超 音 波 の 当 た る 箇 所 が 一 定 せ ず 変 わ る こ と と な る が 、 こ の ス タ イ レ
ッ ト 本 体 に は 複 数 の 突 起 が 互 い に 間 隔 を あ け て 設 け ら れ て い る の で 、 い ず れ か の 突 起 の 外
面 に 超 音 波 が 当 た る 。 こ の 突 起 に 当 た っ た 超 音 波 は 、 比 較 的 平 滑 な 面 に 当 た っ た も の よ り
も 強 く 反 射 す る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 請 求 項 ３ の 発 明 で は 、 請 求 項 １ の 発 明 に お い て 、 反 射 手 段 が 、 ス タ イ レ ッ ト 本 体 の 先 端
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側 に 封 入 さ れ た 封 入 体 で あ る 構 成 と す る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 こ の 構 成 に よ れ ば 、 封 入 体 が 超 音 波 を 強 く 反 射 す る た め 、 ス タ イ レ ッ ト 本 体 の 外 形 状 の
設 定 が 自 由 に 行 え る よ う に な る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 請 求 項 ４ の 発 明 で は 、 請 求 項 １ の 発 明 に お い て 、 ス タ イ レ ッ ト 本 体 の 先 端 側 に は 封 入 体
を 封 入 し 、 上 記 ス タ イ レ ッ ト 本 体 の 構 成 材 料 と 上 記 封 入 体 と の 境 界 面 で 反 射 手 段 を 構 成 す
る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 こ の 構 成 に よ れ ば 、 ス タ イ レ ッ ト 本 体 の 材 料 と 封 入 体 と の 境 界 面 で 超 音 波 が 強 く 反 射 す
る た め 、 ス タ イ レ ッ ト 本 体 の 材 料 や 外 形 状 の 設 定 が 自 由 に 行 え る よ う に な る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 請 求 項 ５ の 発 明 で は 、 請 求 項 １ の 発 明 に お い て 、 ス タ イ レ ッ ト 本 体 の 先 端 側 を 非 金 属 材
料 で 構 成 し 、 反 射 手 段 が 、 上 記 ス タ イ レ ッ ト 本 体 の 先 端 側 の 材 料 に 混 合 さ れ た 金 属 材 で あ
る 構 成 と す る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 こ の 構 成 に よ れ ば 、 ス タ イ レ ッ ト 本 体 の 金 属 材 が 超 音 波 を 強 く 反 射 す る た め 、 ス タ イ レ
ッ ト 本 体 の 外 形 状 の 設 定 が 自 由 に 行 え る よ う に な る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 請 求 項 ６ の 発 明 に よ れ ば 、 請 求 項 １ ～ ５ の い ず れ か １ つ の 発 明 に お い て 、 ス タ イ レ ッ ト
本 体 の 先 端 側 を 、 生 体 組 織 に 接 触 し た 際 に 弾 性 変 形 す る 弾 性 材 で 構 成 す る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 こ の 構 成 に よ れ ば 、 カ テ ー テ ル を 挿 管 す る 際 、 ス タ イ レ ッ ト 本 体 の 先 端 側 が 生 体 組 織 に
接 触 す る と 、 該 先 端 側 が 容 易 に 変 形 す る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 請 求 項 １ の 発 明 に よ れ ば 、 ス タ イ レ ッ ト 本 体 の 先 端 側 に 、 超 音 波 造 影 装 置 の 超 音 波 を 強
く 反 射 す る 反 射 手 段 を 設 け た の で 、 Ｘ 線 診 断 装 置 に 比 べ て 小 型 で 設 置 場 所 の 自 由 度 が 高 い
超 音 波 造 影 装 置 を 用 い な が ら カ テ ー テ ル の 挿 管 処 置 を 安 全 に 行 う こ と が で き る 。 こ れ に よ
り 、 カ テ ー テ ル を 挿 管 す る 際 に 、 Ｘ 線 診 断 装 置 が 設 置 さ れ て い る 場 所 へ 行 く 必 要 が な く な
り 、 カ テ ー テ ル 挿 管 処 置 を 迅 速 に 行 う こ と が で き 、 さ ら に 、 カ テ ー テ ル の 挿 管 処 置 を 行 っ
て い る 者 及 び 生 体 が 被 曝 す る の を 回 避 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 請 求 項 ２ の 発 明 に よ れ ば 、 ス タ イ レ ッ ト 本 体 の 外 周 面 に 互 い に 間 隔 を あ け て 形 成 し た 複
数 の 突 起 を 反 射 手 段 と し た の で 、 カ テ ー テ ル の 挿 管 処 置 の 間 、 ス タ イ レ ッ ト 本 体 を 動 か し
て も 該 ス テ イ レ ッ ト 本 体 の 先 端 側 を 常 に 観 察 す る こ と が で き て 、 カ テ ー テ ル の 挿 管 処 置 を
よ り 安 全 に 行 う こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 請 求 項 ３ の 発 明 に よ れ ば 、 ス タ イ レ ッ ト 本 体 の 先 端 側 に 封 入 さ れ た 封 入 体 を 反 射 手 段 と
し た の で 、 ス タ イ レ ッ ト 本 体 の 外 形 状 を 自 由 に 設 定 し な が ら 、 該 ス タ イ レ ッ ト 本 体 の 先 端
側 を 明 確 に 観 察 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 請 求 項 ４ の 発 明 に よ れ ば 、 ス タ イ レ ッ ト 本 体 の 構 成 材 料 と 封 入 体 と の 境 界 面 を 反 射 手 段
と し た の で 、 ス タ イ レ ッ ト 本 体 の 材 料 や 外 形 状 を 自 由 に 設 定 し な が ら 、 該 ス タ イ レ ッ ト 本
体 の 先 端 側 を 明 確 に 観 察 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 請 求 項 ５ の 発 明 に よ れ ば 、 ス タ イ レ ッ ト 本 体 の 先 端 側 を 構 成 す る 材 料 に 混 合 し た 金 属 材
を 反 射 手 段 と し た の で 、 ス タ イ レ ッ ト 本 体 の 外 形 状 を 自 由 に 設 定 し な が ら 、 該 ス タ イ レ ッ
ト 本 体 の 先 端 側 を 明 確 に 観 察 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
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　 請 求 項 ６ の 発 明 に よ れ ば 、 ス タ イ レ ッ ト 本 体 の 先 端 側 を 弾 性 材 で 構 成 し た の で 、 カ テ ー
テ ル の 挿 管 の 際 に 生 体 組 織 が 傷 つ く の を 未 然 に 防 止 す る こ と が で き る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 以 下 、 本 発 明 の 実 施 形 態 を 図 面 に 基 づ い て 詳 細 に 説 明 す る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 図 １ は 、 本 発 明 の 実 施 形 態 に 係 る ス タ イ レ ッ ト １ を 示 し 、 こ の ス タ イ レ ッ ト １ は 、 図 ２
に 示 す よ う な カ テ ー テ ル ２ を 生 体 内 に 挿 管 す る 際 に 該 カ テ ー テ ル ２ を 所 定 位 置 に 案 内 す る
も の で あ る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 ま ず 、 カ テ ー テ ル ２ の 構 造 に つ い て 説 明 す る と 、 こ の カ テ ー テ ル ２ は 、 人 体 に 血 胸 や 気
胸 が 起 き た 場 合 に 胸 腔 （ 図 示 せ ず ） 内 に 挿 管 さ れ て 胸 腔 内 に 溜 ま っ た 体 液 や 空 気 を 外 部 に
排 出 す る も の で あ り 、 ポ リ 塩 化 ビ ニ ル 製 の パ イ プ 材 で 構 成 さ れ て い る 。 カ テ ー テ ル ２ の 胸
腔 に 挿 入 さ れ る 側 で あ る 先 端 側 に は 、 比 較 的 厚 肉 と さ れ て 内 径 が 小 さ く 設 定 さ れ た 厚 肉 部
３ が 形 成 さ れ 、 こ の 厚 肉 部 ３ よ り も 基 端 側 は 該 厚 肉 部 ３ の 内 径 よ り も 大 き い 内 径 を 有 す る
よ う に 形 成 さ れ て い る 。 従 っ て 、 上 記 厚 肉 部 ３ と 該 厚 肉 部 ３ よ り も 基 端 側 と の 境 界 部 分 に
は 、 段 差 部 ４ が 形 成 さ れ て い る 。 ま た 、 カ テ ー テ ル ２ の 基 端 側 約 １ ／ ３ の 部 分 は 、 内 径 及
び 外 径 共 に 基 端 側 へ 行 く ほ ど 拡 径 す る よ う に 形 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
　 上 記 カ テ ー テ ル ２ の 先 端 側 の 端 部 に は 面 取 り が 施 さ れ 、 胸 腔 内 へ の 挿 入 の 際 に 生 体 組 織
に 引 っ 掛 か り 難 く さ れ て い る 。 ま た 、 カ テ ー テ ル ２ の 厚 肉 部 ３ よ り も 基 端 側 に は 、 一 対 の
貫 通 孔 ５ が 互 い に 離 れ て 形 成 さ れ て い る 。 そ し て 、 カ テ ー テ ル ２ の 基 端 に は 、 図 示 し な い
吸 引 装 置 が 接 続 さ れ て 、 挿 管 後 に 、 吸 引 装 置 に よ り 、 上 記 貫 通 孔 ５ や 先 端 の 開 口 を 介 し て
胸 腔 内 の 体 液 や 空 気 等 が カ テ ー テ ル 内 に 吸 い 込 ま れ て 外 部 に 排 出 さ れ る よ う に な っ て い る
。
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 一 方 、 ス タ イ レ ッ ト １ は 、 図 １ に 示 す よ う に 、 基 端 側 を 構 成 す る 中 空 丸 棒 状 の 棒 材 ７ 及
び 該 棒 材 ７ の 先 端 に 取 り 付 け ら れ た 先 端 側 部 材 １ ２ と か ら な る ス タ イ レ ッ ト 本 体 １ ０ を 備
え て い る 。 さ ら に 、 該 ス タ イ レ ッ ト 本 体 １ ０ の 基 端 に は 、 樹 脂 材 を 球 状 に 射 出 成 形 し て な
る 握 り 部 １ １ が 取 り 付 け ら れ て お り 、 こ の 握 り 部 １ １ と 上 記 ス タ イ レ ッ ト 本 体 １ ０ と で ス
タ イ レ ッ ト １ が 構 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
　 上 記 ス タ イ レ ッ ト 本 体 １ ０ の 棒 材 ７ は 、 ア ル ミ ニ ウ ム 合 金 、 ス テ ン レ ス 鋼 等 の 金 属 材 を
成 形 し て な る も の で あ る 。 こ の ス タ イ レ ッ ト 本 体 １ ０ の 外 径 は 、 先 端 か ら 基 端 に 亘 っ て カ
テ ー テ ル ２ の 基 端 側 の 内 径 よ り も 若 干 小 さ く 設 定 さ れ て い る 。 尚 、 こ の 棒 材 ７ は 、 カ テ ー
テ ル ２ を 構 成 す る ポ リ 塩 化 ビ ニ ル よ り も 硬 質 な 樹 脂 材 で 構 成 し て も よ い 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
　 ま た 、 上 記 ス タ イ レ ッ ト 本 体 １ ０ の 先 端 側 部 材 １ ２ は 、 人 体 の 体 温 で あ る ３ ７ ℃ 近 傍 で
臓 器 等 の 組 織 よ り も 柔 ら か く 生 体 組 織 に 接 触 し た 際 に 弾 性 変 形 す る 弾 性 材 で 構 成 さ れ て い
る 。 こ の 先 端 側 部 材 １ ２ を 構 成 す る 弾 性 材 と し て は 、 例 え ば 、 シ リ コ ー ン ゴ ム 、 天 然 ゴ ム
、 合 成 ゴ ム 、 ウ レ タ ン や ポ リ 塩 化 ビ ニ ル 等 を 用 い る こ と が で き 、 ま た 、 こ れ ら 材 料 を 混 合
し た も の で 先 端 側 部 材 １ ２ を 成 形 し て も よ い 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
　 図 ４ に も 示 す よ う に 、 上 記 先 端 側 部 材 １ ２ を 構 成 す る 弾 性 材 に は 、 金 属 を 小 さ い 粒 状 に
成 形 し た 金 属 材 １ ３ が 多 数 混 合 さ れ て い る 。 こ の 金 属 材 １ ３ は 、 医 療 現 場 で 診 断 用 と し て
広 く 用 い ら れ て い る 超 音 波 造 影 装 置 の 超 音 波 が 当 た る と 、 そ の 超 音 波 を 生 体 組 織 よ り も 強
く 反 射 す る も の で あ り 、 こ の 金 属 材 １ ３ に よ り 本 発 明 の 反 射 手 段 が 構 成 さ れ て い る 。 金 属
材 １ ３ は 、 例 え ば 、 白 金 、 銅 、 ア ル ミ ニ ウ ム 合 金 、 鉄 等 で 構 成 す る こ と が で き 、 こ れ ら の
も の を 用 い る こ と で 、 超 音 波 の 反 射 強 度 が 十 分 に 得 ら れ る 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
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　 上 記 先 端 側 部 材 １ ２ は 大 略 円 柱 状 を な し 、 基 端 側 に は 、 棒 材 ７ の 先 端 側 に 嵌 入 す る 嵌 入
部 １ ５ が 形 成 さ れ て い て 、 こ の 嵌 入 部 １ ５ を 棒 材 ７ に 嵌 入 す る こ と に よ り 、 先 端 側 部 材 １
２ が 棒 材 ７ に 組 み 付 け ら れ て ス タ イ レ ッ ト 本 体 １ ０ が 構 成 さ れ る 。 こ の 先 端 側 部 材 １ ２ の
中 心 線 方 向 中 央 部 に は 大 径 部 １ ６ が 形 成 さ れ て い る 。 こ の 大 径 部 １ ６ の 外 径 は 棒 材 ７ の 外
径 と 略 同 じ に 設 定 さ れ て い て 、 大 径 部 １ ６ の 外 周 面 と 棒 材 ７ の 外 周 面 と が 連 続 す る よ う に
な っ て い る 。 ま た 、 大 径 部 １ ６ の 先 端 側 外 周 縁 は 曲 面 状 に 形 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
　 上 記 先 端 側 部 材 １ ２ の 大 径 部 １ ６ よ り も 先 端 側 は 、 上 記 カ テ ー テ ル ２ の 厚 肉 部 ３ の 内 径
よ り も 若 干 小 さ い 外 径 を 有 す る 小 径 部 １ ７ が 形 成 さ れ て い て 、 こ の 小 径 部 １ ７ が 厚 肉 部 ３
に 挿 入 さ れ る 。 従 っ て 、 図 ３ に 示 す よ う に 、 ス タ イ レ ッ ト １ を カ テ ー テ ル ２ に 挿 入 す る と
、 先 端 側 部 材 １ ２ の 大 径 部 １ ６ が カ テ ー テ ル ２ の 段 差 部 ４ に 係 合 し て ス タ イ レ ッ ト １ の カ
テ ー テ ル ２ に 対 す る 挿 入 方 向 へ の 移 動 が 規 制 さ れ る よ う に な っ て い る 。
【 ０ ０ ３ ８ 】
　 ま た 、 上 記 小 径 部 １ ７ に は 、 先 端 側 に 頂 点 を 有 す る 円 錐 部 １ ８ が 形 成 さ れ て い る 。 上 記
小 径 部 １ ７ の 中 心 線 方 向 の 長 さ は 厚 肉 部 ３ の 中 心 線 方 向 の 長 さ よ り も 長 く 設 定 さ れ て お り
、 ス タ イ レ ッ ト １ を カ テ ー テ ル ２ に 挿 入 す る と 、 円 錐 部 １ ８ が カ テ ー テ ル ２ か ら 突 出 す る
。 ま た 、 こ の 挿 入 し た 状 態 で 、 ス タ イ レ ッ ト １ の 握 り 部 １ １ が カ テ ー テ ル ２ の 基 端 に 近 接
す る よ う に 、 棒 材 ７ の 長 さ が 設 定 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ３ ９ 】
　 以 上 の よ う に 構 成 さ れ た ス タ イ レ ッ ト １ を 用 い て カ テ ー テ ル ２ を 人 体 の 胸 腔 に 挿 管 す る
際 に は 、 ま ず 、 カ テ ー テ ル ２ 内 に ス タ イ レ ッ ト １ を 挿 入 し 、 そ の 後 、 ス タ イ レ ッ ト ２ の 握
り 部 １ １ を 持 っ て カ テ ー テ ル ２ を 先 端 側 か ら 胸 腔 内 の 所 定 位 置 へ 挿 入 し て い く 。 こ の と き
、 生 体 表 面 に 超 音 波 造 影 装 置 の プ ロ ー ブ か ら 発 せ ら れ た 超 音 波 を 当 て て お く こ と で 、 超 音
波 が ス タ イ レ ッ ト １ の 表 面 や 各 生 体 組 織 の 表 面 で 反 射 し 、 こ の 反 射 し た 超 音 波 が プ ロ ー ブ
の 受 信 部 で 受 信 さ れ て 、 超 音 波 造 影 装 置 の 本 体 に 送 ら れ て 処 理 さ れ 、 反 射 強 度 の 差 に 基 づ
い て 画 面 上 に 各 生 体 組 織 の 形 状 や 位 置 、 ス タ イ レ ッ ト １ の 形 状 や 位 置 が 表 示 さ れ る 。 こ の
と き 、 ス タ イ レ ッ ト １ の 先 端 側 部 材 １ ２ に 混 入 し て い る 金 属 材 １ ３ は 、 各 生 体 組 織 や 棒 材
７ よ り も 超 音 波 の 反 射 強 度 が 高 い の で 、 先 端 側 部 材 １ ２ を 各 生 体 組 織 と は 明 確 に 区 別 し て
観 察 す る こ と が 可 能 と な る 。
【 ０ ０ ４ ０ 】
　 こ れ に よ り 、 Ｘ 線 診 断 装 置 に 比 べ て 小 型 で 設 置 場 所 の 自 由 度 が 高 い 超 音 波 造 影 装 置 を 用
い な が ら 、 カ テ ー テ ル ２ の 挿 管 処 置 を 安 全 に 行 う こ と が で き る 。 そ の 結 果 、 カ テ ー テ ル ２
を 挿 管 す る 際 に 、 Ｘ 線 診 断 装 置 が 設 置 さ れ て い る 場 所 へ 行 く 必 要 が な く な り 、 カ テ ー テ ル
２ の 挿 管 処 置 を 迅 速 に 行 う こ と が で き 、 さ ら に 、 カ テ ー テ ル ２ の 挿 管 処 置 を 行 っ て い る 者
及 び 人 体 の 被 曝 を 回 避 す る こ と が で き る 。 加 え て 、 カ テ ー テ ル ２ の 挿 管 の 際 に 可 搬 性 の 超
音 波 造 影 装 置 を 用 い る こ と で 、 カ テ ー テ ル ２ が 挿 管 さ れ る 人 体 を 殆 ど 動 か す 必 要 が な く な
り 、 よ り 安 全 な カ テ ー テ ル ２ 挿 管 処 置 を 行 う こ と が で き る 。
【 ０ ０ ４ １ 】
　 ま た 、 先 端 側 部 材 １ ２ を 構 成 す る 弾 性 材 に 金 属 材 １ ３ を 混 合 し 、 こ の 金 属 材 １ ３ を 反 射
手 段 と し た の で 、 先 端 側 部 材 １ ２ の 形 状 を 一 般 に 用 い ら れ て い る 形 状 と し て し な が ら 、 ス
タ イ レ ッ ト 本 体 １ ０ の 先 端 側 を 明 確 に 観 察 す る こ と が で き る 。 加 え て 、 金 属 材 １ ３ が 粒 状
で 多 数 存 在 し て い る た め 、 超 音 波 造 影 装 置 の 画 面 上 で 目 立 ち や す く 、 カ テ ー テ ル ２ の 挿 管
処 置 を よ り 安 全 に 行 う こ と が で き る 。
【 ０ ０ ４ ２ 】
　 さ ら に 、 先 端 側 部 材 １ ２ を 弾 性 材 で 構 成 し た の で 、 カ テ ー テ ル ２ の 挿 管 の 際 に 先 端 側 部
材 １ ２ が 生 体 組 織 に 接 触 し た 場 合 に は 、 該 先 端 側 部 材 １ ２ が 容 易 に 変 形 し て 、 生 体 組 織 が
傷 つ く の を 未 然 に 防 止 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ４ ３ 】
　 尚 、 上 記 実 施 形 態 で は 、 先 端 側 部 材 １ ２ を 構 成 す る 弾 性 材 に 金 属 材 １ ３ を 混 合 す る よ う
に し て い る が 、 金 属 以 外 の 例 え ば 炭 素 を 粒 状 に 成 形 し て 混 合 し て も よ い 。
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【 ０ ０ ４ ４ 】
　 ま た 、 先 端 側 部 材 １ ２ を 構 成 す る 弾 性 材 に 金 属 材 １ ３ 等 を 混 合 す る こ と な く 、 例 え ば 図
５ （ ａ ） に 示 す 変 形 例 １ の よ う に 、 小 径 部 １ ７ の 外 周 面 に 反 射 手 段 と し て の 複 数 の 突 起 ２
０ を 形 成 す る よ う に し て も よ い 。 こ の 変 形 例 で は 、 突 起 ２ ０ の 外 面 が 半 球 面 状 を な し て い
て 、 こ れ ら 突 起 ２ ０ は 、 上 記 小 径 部 １ ７ の 周 方 向 に 互 い に 間 隔 を あ け て か つ 中 心 線 方 向 に
互 い に 間 隔 を あ け て 配 置 さ れ て い る 。 ま た 、 突 起 ２ ０ の 形 状 と し て は 、 例 え ば 図 ５ （ ｂ ）
に 示 す 変 形 例 ２ の よ う に 、 先 端 側 部 材 １ ２ の 基 端 側 に 開 放 し た Ｖ 字 状 に 形 成 し て も よ い 。
こ の 場 合 、 Ｖ 字 の 開 き 角 度 を ４ ０ ゜ 以 上 ８ ０ ゜ 以 下 と す る こ と で 超 音 波 が 強 く 反 射 す る 。
ま た 、 突 起 ２ ０ は 上 記 し た 形 状 や 配 置 に 限 ら れ る も の で は な く 、 例 え ば 、 小 径 部 １ ７ の 外
周 面 に 螺 旋 状 に 延 び る よ う に 形 成 し て も よ い 。
【 ０ ０ ４ ５ 】
　 こ れ ら 変 形 例 １ 、 ２ の よ う に 先 端 側 部 材 １ ２ の 全 体 に 複 数 の 突 起 ２ ０ を 互 い に 間 隔 を あ
け て 形 成 す る こ と で 、 カ テ ー テ ル ２ の 挿 管 の 際 に ス タ イ レ ッ ト 本 体 １ ０ を 動 か し て 超 音 波
が ス タ イ レ ッ ト 本 体 １ ０ の ど の 箇 所 に 当 た っ て も 、 い ず れ か の 突 起 ２ ０ の 外 面 に 超 音 波 が
必 ず 当 た る こ と に な る 。 そ し て 、 こ の と き 突 起 ２ ０ に 当 た っ た 超 音 波 は 小 径 部 １ ７ の 他 の
部 分 、 即 ち 比 較 的 平 滑 な 部 分 に 当 た っ た 超 音 波 よ り も 強 く 反 射 す る 。 こ れ に よ り 、 カ テ ー
テ ル ２ を 挿 管 し て い る 間 、 ス タ イ レ ッ ト 本 体 １ ０ を 動 か し て も 先 端 側 部 材 １ ２ を 常 に 観 察
す る こ と が で き て 、 カ テ ー テ ル ２ の 挿 管 処 置 を よ り 安 全 に 行 う こ と が で き る 。
【 ０ ０ ４ ６ 】
　 ま た 、 図 示 し な い が 、 先 端 側 部 材 １ ２ の 外 周 面 に 複 数 の 凹 部 を 互 い に 間 隔 を あ け て 形 成
す る よ う に し て も よ い 。 こ の 場 合 に は 、 凹 部 の 内 面 に 当 た っ た 超 音 波 が 強 く 反 射 す る の で
、 上 記 変 形 例 と 同 様 に 、 カ テ ー テ ル ２ を 挿 管 し て い る 間 、 先 端 側 部 材 １ ２ を 常 に 観 察 す る
こ と が で き て 、 カ テ ー テ ル ２ の 挿 管 処 置 を よ り 安 全 に 行 う こ と が で き る 。
【 ０ ０ ４ ７ 】
　 ま た 、 図 ６ に 示 す 変 形 例 ３ の よ う に 、 先 端 側 部 材 １ ２ に 中 空 部 ３ ０ を 形 成 し 、 該 中 空 部
３ ０ に 封 入 体 ３ １ と し て 例 え ば 生 理 的 食 塩 水 を 封 入 す る よ う に し て も よ い 。 こ れ に よ り 、
超 音 波 が 先 端 側 部 材 １ ２ を 構 成 す る 材 料 と 封 入 体 ３ １ と の 境 界 面 ３ ２ で 強 く 反 射 す る こ と
と な り 、 こ の 境 界 面 ３ ２ を 反 射 手 段 と す る こ と が で き る 。 上 記 封 入 体 ３ １ は 生 理 的 食 塩 水
に 限 ら れ る も の で は な く 、 例 え ば 生 理 的 食 塩 水 以 外 の 液 体 や ゲ ル 状 の も の で あ っ て も よ い
。
【 ０ ０ ４ ８ 】
　 こ の よ う に 先 端 側 部 材 １ ２ と 封 入 体 ３ １ と の 境 界 面 ３ ２ で 反 射 手 段 を 構 成 す る こ と で 、
先 端 側 部 材 １ ２ の 材 料 や 外 形 状 を 自 由 に 設 定 し な が ら 、 先 端 側 部 材 １ ２ を 観 察 す る こ と が
で き る 。
【 ０ ０ ４ ９ 】
　 ま た 、 図 示 し な い が 、 変 形 例 ３ の よ う に 先 端 側 部 材 １ ２ に 封 入 体 ３ １ を 封 入 す る 場 合 に
、 封 入 体 を 超 音 波 の 反 射 強 度 が 高 い も の で 構 成 し て も よ い 。 具 体 的 に は 、 金 属 材 を 混 合 し
た 液 体 や ゲ ル 状 の も の を 用 い る こ と が で き る 。 こ れ に よ り 、 ス タ イ レ ッ ト 本 体 １ ０ の 外 形
状 を 自 由 に 設 定 し な が ら 、 ス タ イ レ ッ ト 本 体 １ ０ の 先 端 側 を 明 確 に 観 察 す る こ と が で き る
。
【 ０ ０ ５ ０ 】
　 ま た 、 上 記 実 施 形 態 で は 、 棒 材 ７ と 先 端 側 部 材 １ ２ と で ス タ イ レ ッ ト 本 体 １ ０ を 構 成 し
て い る が 、 こ れ ら を 一 体 成 形 す る よ う に し て も よ い 。
【 ０ ０ ５ １ 】
　 さ ら に 、 本 発 明 の ス タ イ レ ッ ト １ は 人 体 の 胸 腔 以 外 の 箇 所 に カ テ ー テ ル ２ を 挿 管 す る 場
合 に も 用 い る こ と が で き る 。
【 産 業 上 の 利 用 可 能 性 】
【 ０ ０ ５ ２ 】
　 以 上 説 明 し た よ う に 、 本 発 明 に 係 る ス タ イ レ ッ ト は 、 例 え ば 生 体 の 胸 腔 に カ テ ー テ ル を
挿 管 す る の に 用 い る こ と が で き る 。
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【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ５ ３ 】
【 図 １ 】 本 発 明 の 実 施 形 態 に 係 る ス タ イ レ ッ ト の 側 面 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 カ テ ー テ ル の 側 面 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 ス タ イ レ ッ ト を カ テ ー テ ル に 挿 入 し た 状 態 の 側 面 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 ス タ イ レ ッ ト 本 体 の 先 端 側 の 断 面 図 で あ る 。
【 図 ５ 】 （ ａ ） は 実 施 形 態 の 変 形 例 １ に 係 る 先 端 側 部 材 の 側 面 図 で あ り 、 （ ｂ ） は 変 形 例
２ に 係 る 図 ５ （ ａ ） 相 当 図 で あ る 。
【 図 ６ 】 実 施 形 態 の 変 形 例 ３ に 係 る 先 端 側 部 材 の 断 面 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ５ ４ 】
１ 　 　 　 　 ス タ イ レ ッ ト
２ 　 　 　 　 カ テ ー テ ル
１ ０ 　 　 　 ス タ イ レ ッ ト 本 体
１ ３ 　 　 　 金 属 材 （ 反 射 手 段 ）
２ ０ 　 　 　 突 起 （ 反 射 手 段 ）
３ １ 　 　 　 封 入 体 （ 反 射 手 段 ）
３ ２ 　 　 　 境 界 面 （ 反 射 手 段 ）
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【 図 ３ 】 【 図 ４ 】

【 図 ５ 】 【 図 ６ 】
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